
　

広報部の仕事は「自治会便り」の発行と、自治会行事の写真記録です。
いつも「自治会便り」をお読みいただき、ありがとうございます。

広 報 部 の 紹介

　部員は紙面の企画、執筆や原稿依頼、校正など「編集」の仕事と、でき上がった原版を印刷し、
組・ブロックごとに紙数を数えて束ねる「仕分け」の仕事に分かれて担当してきました。
　夕涼み会のようなイベントには、家族のボランティアにも頼り、全行事を写真記録しました。
　全員がなり立ての広報部員でしたが、周囲に助けられ何とか毎月自治会便りを発行してきました。
　執筆班は本部会を傍聴して役員や部長・ブロック長の方たちの努力や苦労を知って「自治会」の
ことが少しだけわかりました。印刷・仕分け班は、収穫時の農作業のように、おしゃべりでさまざ
まな情報交換ができました。写真班は行事に関わる人たちのまぶしさにちょっと感動しました。
　それぞれの部員ができる範囲でがんばりました。何かを皆で作り上げるということは、慣れなく
て苦労があっても充実感があり、連帯感が強まりました。
　また、仕事を分担しているので、メール連絡や「仕分け」で集まった部員の「ミニ部会」をして、
全員そろっての部会は少なくなっています。

　さて、これからの広報部はどうでしょうか？　もちろんすばらしい人材がたまたま集まってよりス
ムーズに発行、活動できるかもしれません。ただ、どこの自治会でもあることですが、高齢化や共働き、
介護などで、組長や部員を担うこと自体が難しくなってくる可能性が大きいのです。来年度からの部
員の「80歳定年制」はご承知の通りです。

　そこで、広報部では来年度の事業計画案にもとづき、「自治会便り」の編集、発行に経験や興味
のある方や、写真愛好家のボランティアを募ることを検討しています。
　具体的な動きはこれからですが、順番制と応募制でなった広報部員が無理をしないで円滑に協力
し合う、そうした新しいタイプの自治会活動ができあがることを期待します。


